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時間を確保できるため，このように自動成形機の使用時間を考慮したルールが村内に定着した。

使用料は，100枚の竹網板で20,000VND33）である。

⑶　一日の行動時間配分とライスペーパーの年間製造スケジュール

　本節では，世帯構成員に製造および販売担当者がいる拡大家族世帯の世帯番号 9 をモデルと

し，世帯構成員の一日の行動時間配分とライスペーパーの年間製造スケジュールについて考察

する。図18は，製造担当者である世帯主と妻，販売担当者である長男の妻の一日のタイムスケ

ジュールである。図19は世帯構成員の停留点（station）と活動を表したデイリーパスである。

ライスペーパーの製造担当者および販売担当者の行動をそれぞれに検討する。

　製造世帯の一日のスケジュールは，ライスペーパーを乾燥させる時間を確保するため，早朝

から製造作業を行う。製造担当者および販売担当者は早朝 5 時に起床し，朝食はコーヒーや茶

とパンなど簡単なもので済ましたのちに，自宅の敷地内にある工場に移動して，ライスペーパ

ーの製造準備を始める。世帯によるが女性は家事に専念し，製造に参加しない場合もある。世

帯番号 9 は，小さな子がいてなおかつ長男が会社に勤めているため，長男が自宅で子の面倒を

みながら簡単な家事を行っている。世帯主，世帯主の妻，長男の妻は，前日に準備しておいた

浸水作業を終えたコメを自宅工場の粉砕機を用いて，ライスペーパーの生地のもとをつくる。

これを終えると，世帯主と長男の妻は，生地のもとと竹網板を荷車に積み，自動成形機を所有

する世帯に行きライスペーパーの生地を製造する。その後，竹網板に張り付けられたライスペ

ーパーの生地を自宅の工場に持ち帰る。一方，世帯主の妻は自宅の工場で生地のもとを作り終

えるとライスペーパーの生地の製造には参加せずに自宅に戻り，会社へ出勤する長男と入れ替

わって子の面倒をみながら家事を行う。世帯主と長男の妻が持ち帰ったライスペーパー付きの

竹網板は，世帯主と世帯主の妻によって自宅の敷地や軒先に立てかけられ，ライスペーパーを

33）	 注31を参照されたい。

図18　ライスペーパー製造世帯（世帯番号 9）の一日のスケジュール（聴き取り調査をもとに作成）
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乾燥させる。乾燥を待つ間，世帯主は翌日の準備を行い，世帯主の妻は子の面倒をみながら家

事などを行う。

　一方，長男の妻は自宅に戻るとモーターバイクに前日完成させたライスペーパーを積載し，

周辺の小売市場へ販売に出かける。長男の妻は小売市場で適当なものを食べながら，ライスペ

ーパーを販売し，15時半頃になると，ここで夕食の買い物をしてから自宅に戻る。ライスペー

パーが完売すればこれより先に自宅に戻ることもある。自宅に戻ると，乾燥したライスペーパ

ーを竹網板から剥す作業を世帯構成員全員（幼児の子は除く）で行う。竹網板の両端から同時

に同じ力で剥さなければ綺麗に剥がれないため，この作業は複数人で行う。生地を剥し終える

と，製造工程のすべての活動を行う世帯主が中心となってライスペーパーの選別を行う。17時

を過ぎると長男が帰宅し，18時頃になると世帯主の妻と長男の妻は一緒に夕食の準備を行う。

夕食は自宅にて世帯構成員全員で取り，夕食を終えると世帯主と長男で生地の裁断を行い，世

帯主はモーターバイクにこれを積載し産地仲買人の自宅まで運ぶ。基本的に産地仲買人への運

搬は，重いライスペーパーの積み下ろしを行うため，力仕事を得意とする男性が行う。雨の日

図19　世帯番号 9の世帯構成員のデイリーパス�
（聞き取り調査をもとに作成）
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は，モーターバイクの荷台に積んだライスペーパーが雨によって痛むため，決して運搬は行わ

ない。また，世帯主に余力が無い場合には，次の日の乾燥を待つ間に行う。産地仲買人からの

支払いは，月末締め当月末払いの支払いであるため，運搬は特に急がない。運搬の間，世帯主

の妻と長男の妻は，家事や育児を行う。早ければ21時頃に世帯構成員全員が就寝する。

　製造担当者と販売担当者の一日の行動時間配分をみる（図20）。製造担当者および販売担当者

の「ライスペーパーに関する活動」は，両者ともに13.5時間であるが，内訳は異なる。なかで

も製造担当者が最も時間を充てているのは，「生地の乾燥」である。しかし，内実はこれに関わ

る実働はほとんど無く，生地の乾燥を待っている間に，「食事に関する活動」や「その他」とし

て雑事を行っているように，フレキシブルな対応が可能である。特に世帯主の妻は，生地の乾

燥を待つ間，家事の延長として昼食の準備である「食事に関する活動」や，長男の子である孫

の面倒をみるなどの「その他」を行っている。農家と並行してライスペーパーの製造を行って

いる世帯では，生地の乾燥を待つ時間を農業の活動時間としている。ライスペーパーの製造は，

比較的それ以外の時間の確保が容易であることから，専業的に行わなくとも副業として成り立

つため，チェウ村内には依然とライスペーパーの製造世帯が多い。

　一方，販売担当者が最も多く時間を充てているのは，「ライスペーパーの販売」である。また

販売担当者は，自らライスペーパーを販売するために市場へ移動しなければならないため，製

造担当者よりも「移動準備・移動」の時間が 1 時間多い。長男は，会社勤めをしているため，

「ライスペーパーに関わる活動」はほとんど行っていないが，夕食後には自宅の工場で世帯主と

ともに 1 時間程度の生地の裁断を補助的に手伝っている（図19）。

　最後に，ライスペーパーの年間製造スケジュールを検討する。ライスペーパーの需要は通年

である。降水量が多い夏期は，ライスペーパーの乾燥に不向きであるが，冬期に比べて気温が

図20　ライスペーパー製造世帯（世帯番号 9）の一日の活動内容と時間配分�
（聴き取り調査をもとに作成）
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高いため晴れていればすぐに乾燥することもあり，通常の 1 ～ 2 割製造量が増加する傾向にあ

る。気温がそこそこ高く，降水量も少ない 4 月と11月は製造量が最も多い月で， 2 ～ 3 割増加

する。 1 ～ 2 月に相当する旧正月の前後は，のべ 1 ～ 2 週間ほどはライスペーパーの製造を行

わないため，製造量は普段の月より 2 割程度少ない。

　以上，本章ではライスペーパー製造世帯の実態について詳しくみてきた。チェウ村では，製

造世帯の構成員に販売担当者が 4 世帯みられるが，齋藤（2019）のハノイ郊外に位置するライ

スヌードルを製造する専業村のフードー村の調査では，ほとんどの製造世帯に販売担当者が見

られた。フードー村もチェウ村と同様に産地仲買への販売もみられたが，両村における販売担

当者数の差異には，以下の要因があると考えられる。自ら小売市場や卸売市場に付設する場外

市場に出向いて販売することで，産地仲買への売値より高値で販売することができるという点

においては両村共通するが，これに加えフードー村の場合，ハノイという巨大なマーケットを

有する立地が販売担当者の販売活動を可能にしていると考えられる。さらに、フードー村のラ

イスヌードル（bún）34）は生のため，当日中に売り切る必要がある。一方，乾燥しているライス

ペーパーは，生のライスヌードルよりも保存性が高いため，遠方の都市や外国に流通させるこ

とも可能である。そのため，マーケットの有無に依拠せずとも販売することができるので，チ

ェウ村における販売担当者は比較的少ないと推察できる。

6 　おわりに

　本稿では，ベトナム経済を支える専業村において零細な自営業を営むインフォーマルセクタ

ーの家内工業の実態を明らかにするために，ハーナム省グエンリー社のチェウ村においてライ

スペーパーを製造する世帯の実態を調査，分析した。ベトナム農村部における工業部門の経済

活動は，統計では捕捉できない零細な経済主体によって担われている。家族経営が主体の家内

工業的色彩が強いといえよう。その実態を解明するには，世帯や世帯構成員の個人といったミ

クロなレベルの視点からの検討が必要となる。そこで本稿では，ライスペーパーを製造する20

の世帯に対して，質問票を用いた聴き取りアンケート調査を行うとともに，村の有識者や人民

委員会職員，ライスペーパー製造組合（名称：チェウ村ライスペーパー製造協会）の責任者に

対して聴き取り調査を行うことによって検討することとした。

　ベトナムではドイモイ以降の急速な経済的成長がもたらした土地なし農民の増加や所得格差

の増大といった負の側面を打開すべく，農村開発政策の一環として地場産業を含んだ農村の工

34）	 詳しくは注 3 ）を参照されたい。
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業化が1990年代初頭から盛んに行われてきた。その中で衰えつつある専業村の復活を目標とし，

さらには専業村を観光資源として活用することも奨励されることとなった。2011年，グエンリ

ー社人民委員会により，伝統あるライスペーパー製造の保護と村の発展を目的にチェウ村は専

業村の認定を受け，「チェウ村のライスペーパー」が商標登録された。同時に，この商標を管理

する組織として「チェウ村ライスペーパー製造協会」が村長や産地仲買人を中心とした村内の

製造者たちによって設立することにより，村落内の製造世帯同士のネットワークが確立された。

　チェウ村ライスペーパー製造協会の発足時の主要メンバーは，製造世帯でありながら産地仲

買人でもある現在の村長と在村する産地仲買人は，製造世帯が約84％にも達するチェウ村にと

って，この肩書以外にも様々なかたちでライスペーパーの発展に関与するキーパーソンでもあ

る。村長は，他地域のライスペーパーの製造状況が優れている理由を探り，2003年に在村する

産地仲買人と一緒に自動でライスペーパーの生地を成形する機械を開発したイノベーターであ

る。さらに広報活動を行い，製造世帯へ機械の普及に努め，現在では村内には18台の機械が稼

働し，村内すべての製造世帯が共同でこれを使用している。さらにこの機械は，基本的にホハ

ンと呼ばれる同姓の傍系親族関係の世帯によって構成されたグループで利用する。この機械を

所有する世帯とホハンの関係にない世帯は，利便性を重視して自宅から距離が近い所有世帯と

（近所，知人，同級生，顔馴染み，同村出身者などといった）社会的ネットワークを基盤とし，

さらにパーソナルな関係を構築することで機械を使用している場合もある。

　製造世帯は，基本的にチェウ村出身者で構成されるが，婚姻による周辺外部との関わりがみ

られる。また製造世帯は，小規模家族経営を基盤とし，世帯主と妻を中心に行われている。世

帯によるが，子の労働力も加えてライスペーパーの製造を行っている場合もある。しかし，学

生や幼児などの労働参加はみられない。専業的にライスペーパーの製造を行っている世帯もあ

れば，農業の副業として行っている世帯もみられる。どの世帯もライスペーパーの製造に多く

の時間を充てているが，その内実はライスペーパーの乾燥を待つ時間がほとんどであり，その

時間を家事などの他の活動に充てている。こういったライスペーパーの製造の特徴が副業とし

てのライスペーパーと農業の両立を可能にしている。

　また，ライスペーパーの製造はライスペーパーの乾燥時間に依存すため，気温が高く乾燥が

早い夏期が繁忙期である。しかし，夏に比べて乾燥により一層の時間を要する冬でも製造は行

われるため，基本的には通年で製造される。また，
 

ライスペーパーは乾燥しているため保存性

が高く，ハノイなどの都市部の大量消費地や外国といった需要地から遠方であっても流通を可

能にしている。チェウ村におけるライスペーパーの流通は，主として村内に在住する産地仲買

人が担っている。ライスペーパーの製造量は世帯により異なるが，一日当たり16～160kgであ
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る。

　以上がチェウ村におけるライスペーパーを製造する世帯の実態である。チェウ村におけるラ

イスペーパーの製造方法や技術は，古くから家族で継承されてきたものである。しかしチェウ

村のライスペーパーをはじめとした専業村の伝統的な特産品が「工業国化」を急ぐベトナム社

会の流れを受け，コンピュータ管理のもと大規模工場で近代的な設備を用いて効率的に大量生

産されるようになれば，こういった小規模な家内工業が集積した専業村は衰退，あるいは消滅

してしまう可能性がある。ブランド戦略を駆使して伝統技術と製法にこだわった高品質で特徴

ある付加価値の高い製品をつくり出さなければ，大量生産品との差別化は難しくなるであろう。

いずれにせよ専業村の衰退・消滅は，同時に統計データに反映しないインフォーマルセクター

の減少を意味する。彼らの記録を残すことは，今後のベトナムの経済活動にとって意義がある

ものと考えられよう。

　ドイモイ以降に生じた農村部での諸問題は，在村しながら労働力を農業から非農業部門へと

再配置することで解消しようとしてきた。専業村はこうした方針のもとで重要な位置を占め，

度重なる奨励策が講じられ，復活をとげてきた。しかしながら，これらの取り組みとは逆行す

るよう，近年のベトナムは近代工業部門の一層の深化は，近代的設備を持たず，限られた資本で

小規模家内工業的性格が強い経営主体からなる専業村にとっては厳しい状況下にある。

　このような厳しい状況を打開すべく，2011年ライスペーパーのブランド保護および村の発展

を目的とした「チェウ村ライスペーパー製造協会」が村民の製造者たちによって設立された。

今後は，伝統に接ぎ木しながら，新たな手法で村とライスペーパー製造の発展を導くリーダー

の存在や育成，観光資源としてライスペーパーを活かす戦略の検討などが不可欠となろう。

　最後に本稿で残した課題を述べて結びとしたい。まず製造世帯の調査では，サンプル数の少

なさが指摘できる。産地仲買人に関しては，どのように販売先を選定し，マーケットを開拓・

確保してきたのか，あるいはそれらのマーケットは家業的に継承されたものなのかなどについ

ては明らかにはできなかった。さらに，農家を主たる生業にしている世帯の実態については詳

しく検討できていない。これらの世帯について，ライスペーパーの製造からどの程度の収入を

得ているかという世帯収入や家計についても調査する必要があると考える。今後はこれらに加

え，ベトナム経済の成長が専業村にどのような影響を及ぼしていくのか，それに合わせて専業

村や製造世帯はどのような将来像を構築して対応・展開していくのかなどについて検討するこ

とも課題となろう。
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